
表3‒10｜前方後頭位の正常分娩における下降度・回旋状態の内診所見の対応関係（目安）
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『助産師基礎教育テキスト：第 5巻：2020年版』訂正ご案内

本書 p.72-73の本文および p.75の表 3-10につきまして、下記の通り訂正させていただきます。
　◇ p.72下から 2行目：「通過した状態」→「通過し児頭の過半部分が骨産道内に進入した状態」
　◇ p.72下から 1行目：「station－ 1」→「station± 0」
　◇ p.73上から 2行目：「station－ 1」→「station± 0」
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